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 論文内容の要旨
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計算機は性能・信頼性
欠であるが、複雑化す
い。中でも、論理検籔
である形式的検証を主
 つである餓選薄靄披講に関してもテーマの一つとする。
まず、高速化論理方式
の硬究の過程で幾つか
過程で、復雑な計算機
限界を認識した。現在
る論理検証方法は、網
種々の工夫をして飼と
究や商用大型欝算機の
のとして醐待され、理
 ための課題について研究を行った。
 第露草命令多重実行方式プ購セッサ
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化・小型化して演算完了
レス生成インターロッ
ッドを削減する購箱
藤880(1990年〉で実現
加しているが、ベンチ
パフォーマンス向上であ
 行方式を商用汎用大型計算機に初めて実現したものである。
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令レベルの益列処理
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汎用大型計算機であ
能向上とコスト増加について総合的かつ定量的な評価を行っ
パイプライン方式の
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 論文審査結果の要旨
計算機の高性
必要不可欠とな
種々の検証方
論文は,それらの成果を取りまとめた濤
…
第i章は序論で
法を提案して
クセスハード
を図るととも
 速化を実現している,
第3章では,パイ
帰納的な形式
形式的検証の
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 張再帰法に基づいて導くもので,不
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